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研究成果の概要（和文）： 本研究における国際間実験の相手機関は，中国上海交通大学，オー

ストラリア Edith Cowan 大学，ソウル梨花女子大学，タイ Thammasat 大学であった．またツ

ールとして集合知形成装置(コンセプトマッピング・ソフトウェア・システム)を開発した．実

験結果から，異文化間でも日本人同士での使用結果と大差はないことが明らかになり，本ツー

ルが異文化間でも有効に機能することがわかった．

研究成果の概要（英文）： The partner institutes of the international experiments of
this research are Shanghai Jiao Tong University, China; Edith Cowan University,
Australia; Ewha Womans University, Korea and Thammasat University,
Thailand. A system for summative knowledge construction(concept mapping
software system) has been developed by the project team as a tool through the
experiment. The result of experiment revealed that there is no difference
between cross-cultural use and only Japanese use, then the developed system is
effective even in a cross-cultural situation.
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１．研究開始当初の背景
研究開始当初／申請年度時点において，既

にテレビ会議システムを用いる国際間同時
双方向遠隔授業は技術的には十分実用レベ
ルに達しており，それらは例えば：京都大学
と UCLA 間の実施例(高田他(2005)京都大学・

UCLA を結んだ遠隔講義による創造性教育，情
報処理研究集会)や北海道大学および東京都
立科学技術大学(当時)とスタンフォード大
学間のリモート機械操作実験 (Tatsuya
Kikuchi(2006) Developing a stepping motor
remote laboratory for continuing
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engineering education, 9th WCCEE(World
Conference on Continuing Engineering
Education. May 15-20)などである．

また制度的にも 2001 年改訂された大学設
置基準により，日本の大学の授業時間割に当
該年度からでも国内他大学あるいは海外の
諸外国大学の授業の設定・開講そして単位認
定が可能であり，国際間同時双方向遠隔授業
の日常的利用定着が現実味を帯びて来てい
た．

こうした状況を前にして，多様な視点から
具体的な有効な授業スタイルを想起・試行し，
問題点や留意点を明らかにして，大学の授業
の実用に供する情報を提供するべきものと
考えた．実時間で海外の大学と時空間を共有
して，国際間同時双方向遠隔授業を行うこと
は，当初，そのことだけで異文化コミュニケ
ーション教育として十分に衝撃的インパク
トがあったが，今後のより真正な有効性を見
込み，お互い顔を合わせ彼我の名前を名乗り
あうだけで異文化に接して満足する授業ス
タイルから,より付加価値の高い異文化理解
レベルへと一歩踏み出す必要があると考え
たものである．

２．研究の目的
「テレビ会議システムを用いる国際間同時

双方向遠隔授業において国際間の集合知形
成を教育目標とする異文化コミュニケーシ
ョンの授業スタイルを提案する」

前節の背景でも述べたように，海外の一流
教授の講義を居ながらにして日本の大学の
教室で聴講できることの価値は大きい．しか
し，高名な教授の講義を傾聴するのは，臨場
感などの要素を除けば，オンデマンド映像の
授業でも代替可能である．何といっても同時
双方向授業は，受講者双方が意見を出し合い，
情報発信をする参加型授業でこそ，その利点
が最も活かされる．従来も双方向性を重視し
た授業として，ディベート型の授業スタイル
などもあった．

本研究ではさらに，今後のネットワーク時
代の異文化コミュニケーション教育に相応
しく，参加者どうしが情報を提供し合い(コ
ンピュータによる文字入力および口頭での
発言・質問・意見表明による)，それを集合
知として整理・蓄積し，お互いが共有する集
合知の形成を目標とする授業スタイルを試
行し，実用に向けた方式を提案することを目
的とするものである．

３．研究の方法
研究実施は，国際間通信(国内実験)と国内

間同時双方向通信(国際間実験)の二つのス
テップよりなる．
・国内実験：国内三大学間の実験参加機関と
して，早稲田大学，東京理科大学，北海道大

学を選定し，これらの参加校を数回にわたり
適宜組み合わせて実験を行った．この場合に
おいても，国際間での実験を想定し，コミュ
ニケーション用の言語として日本語と英語
の両者を用いて行った．
・国際間実験：これまでの実践例の多くが２
国間２大学によるものであるのに対し，本研
究では国際間多様性のいっそう高い４国間
４大学の接続を基盤とした．単一の相手とだ
けでなく，複数の異文化を同時に体験するこ
との重要さは極めてインパクトが大きいか
らである．この国際間接続実験への参加大学
は北海道大学，ソウル・梨花女子大学，上海
交通大学，バンコク・タマサート大学であっ
た．また北海道大学とオーストラリア・パー
スの Edith Cowan 大学との間でも実験・調査
を行った．

４．研究成果
開発した集合知形成装置(コンセプトマッ

ピング・ソフトウェア・システム)は両言語
に対応している．なお，実験趣旨はコンセプ
トマッピングの共同作業は，音声・文字によ
る言語コミュニケーションに比べて，参加者
はキー用語だけを文字化して，その意味合い
は図形的に行えるので言語障壁がきわめて
低いという特徴がある．システムに関する評
価，実際の実用性の評価，ならびに教育的運
用性と効果について検討した．

結果として，評価実験 1では，チャットの
みでの議論，また絵チャットでの議論よりも
本ツールで議論を行うことによって，自分の
考えや他人の考えを理解することに優れ，参
加者が共通の認識を得ることにも優れてい
るという結果を示せた．評価実験 2 では，異
文化圏，また異文化間でも日本人同士で本ツ
ールを使用した結果とそこまで大きな差異
はないことが明らかになり，本ツールが異文
化圏，また異文化圏でも有効に機能すること
がわかった．さらに，より効果を高めるため
に必要な機能の特定もできた．

個々の研究結果や実験結果にかかわる成
果については，次節にあげる論文や報告など
のせいかを参照されたい．
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